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歴史の再審おそらく皆さんの多くが、アイヌという北方少数民族は
明治時代に日本人によって農耕が
（従属的にであれ）
もたら
されることで狩猟社会から近代化へと移行したと何となく
0000
理解しているのではないかと思います。しかしテッサ・モーリス＝鈴木氏が『辺境から眺める――アイヌが経験する近代』で歴史史料の批判的精査を通じ 明らかにするのは、アイヌは明治以前に独自 農業に基づいた合理的な社会生産関係を構築しており、現在のわれわれが考えるのとは異なる「近代」を生きはじめていたという驚くべき事実です。にもかかわらず前近代アイヌが未開
（狩猟採集社会）
とされ
てきたのは、アイヌ 「野蛮人」と蔑視することで「日本人」が自らを文明人として自己同定するためだったというのです。歴史は決して事実のなかにあるのではなく、どのように事実を見いだすのか いう眼差しにお てあること
を示した本書は、 歴史
（学）
は政治
（学）
であるがゆえに「現
在」を見直すための倫理
（学）
でなければならないことを
教える画期的な書物です。なお、本書とあわせて植木哲也『学問の暴力――アイヌ墓地はなぜあばかれたか』
（春風社、
二〇〇八年）
を読んでもらえればと思います。アイヌ研究
の名のもと、アイヌの人権と尊厳がいかに蹂躙されてきたかが厳しく告発されています。歴史に関わる知がすさまじい暴力になりうることを深く学ぶことができます。「現在」の想像／創造的破壊
目取真俊という沖縄の作家が文学を通じて格闘している
のは「沖縄」をめぐる歴史 政治にほかなりません。彼の長編『眼の奥の森』で試みられているのは、ヤマト＝日本に蹂躙され、翻弄されてヤマトの共犯者 までされてき「沖縄」を、小説というフィクションによって物語化＝歴
史化しなおすことです。沖縄戦から現在に至 まで沖縄拘束する「現実」を想像力に って破壊し、ほ にもありえた／ありえるはずの「沖縄」を志向してみせることなのです。この小説は、近代文学が獲得してきた様々な表現手法で取り組まれていますが、それらは文学批評などでほめそやされる表現 革新性 どとはきっぱりと縁を切ったところで、 「現実」を超え ために文学的想像力から要請された必然であることに深く驚かされます。その意味で、この小説はノーベル賞作家トニ・モリスンの『ビラヴド』
（吉
田廸子訳、ハヤカワ
epi 文庫、二〇〇九年）
に比肩されうる作品
だと私は思います。過去を 在 呼び込む の想像力と表現に関心があるならば 双方ともぜひ読んでほしい小説です。
過去の体感日本でも有数のコリアンタウンがある東京の新大久保で
は二〇〇〇年代に入るとレイシスト団体によるヘイトデモが日常的に繰り広げられるようになり した。在日するコリアンを「ぶち殺せ」 「たたき出せ」と う醜悪なシュプレヒコールがあがるなか 掲げられる「不逞朝鮮人」のプラカード。大久保で生まれ育った加藤直樹氏は このヘイトデモに衝撃を受けつつ、関東大震災時 東京各地で繰り
広げられた朝鮮人虐殺の残響を感じとったのだそうです。そこで九〇年ほど前に起きた虐殺の現場を歴史資料にそくしてたどり、当時の人々が経験した現実を現在において感じとろうとします。その記録をブログにアップしていたところ、思いのほか反響を呼んだので書物化したのが 九月、東京の路上で
 １９２３年関東大震災ジェノサイドの残響』
です。たどられる資料は既知のも ですが、 著者が「現場」であらためてその資料をたどりなおすとき、事件がまざまざと立ち現われ、文字通り「体感」すること なります。著者の稀有な想像力と感受性、何よ それを言葉 する繊細な筆力が生み出した 現在の日本のリアリティを凄まじく逆照射するルポルタージュの傑作です。なお、ヘイトデモの実際については、中村一成『ルポ
 京都朝鮮学校襲撃
事件――〈ヘイトクライム〉に抗して』
（岩波書店、二〇一四
年）
で知ることができます。この書物も加藤氏の書物に勝
るとも劣らないヘイトクライム批判の傑作です。
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